
 猿田彦ファームかわらばん〜  壱月  のお便り〜 

 皆様、こんにちは！小岐須町で農業法人「猿田彦ファーム」の 
 代表をさせて頂いております伊藤と申します。好きな食べ物は 
 日本一たいやき。今月より私たちの活動ニュースを盛り込んだ 
 お便りを発信させて頂ければと思います。よろしくお願いしま 
 す！ 

 小岐須町を選んだ訳 
 　私は以前、愛知県で１０年ほど警察官を務めましたが、その頃出会った鈴鹿市国府町出身 
 の事業家の方（現・弊社取締役）に誘われて事業運営の道に進みました。 

 職場は主に都心部で大きく地元から離れた事のなかった私にとって刺激的な毎日でしたが、 
 切った張ったの事業の世界は私の精神を削り、日に日に疲弊していくのが自分でも分かりま 
 した。 

 そんな姿を見かねた現取締役が、私にこんな言葉を掛けてくれたのです。 

 「鈴鹿で農業をやりたいと思っている。手伝ってくれないか。」 

 農業未経験だった私たちは、まず農地探しを始めました。初心者でも育てやすいというブ 
 ルーベリーを手掛けようと計画していましたので 

 ①ブルーベリーの生育にとって有利な寒暖差のある気候である場所 

 ②観光農園としてアクセスしやすい場所 

 ③来てくれた方が「いい場所だな、いい環境だな、また来たいな」と思う場所 

 を条件として探し始めました。とはいえ農地をどうやって探してどうやって借りたら良いの 
 かも検討がつかず、とりあえず農地を持っているのは農家の方なのは間違いないので、畑や 
 田んぼにいらっしゃる方にとにかく声を掛けてみることにしました。そうして出会ったのが 
 ①②③を兼ね備える、今私たちの「鈴鹿ブルーベリーガーデン」のある農地なのです。 

 この小岐須町は入道ヶ岳直下の気候変動の激しい場所で、鈴鹿おろしが吹き下ろすなど厳し 
 い自然環境ですが、元来北米の寒冷なエリアの植物であるブルーベリーにとって最適です。 



 年間４０万人の参拝者が訪れる椿大神社さま 
 から程近く、近隣にインターやPAもあり都心 
 部からも足を伸ばせる場所です。 

 そしてなにより鈴鹿山脈の景観がバツグン 
 で、程近くに御幣川も流れており、自然環境 
 がとても美しいこと。私も小岐須町で活動を 
 させていただくようになり、日に日に活き活 
 きと元気を取り戻しました。 

 もっと沢山の方にこの小岐須の地を知って頂 
 き、この豊かで美しい自然を体感してもらい 
 たいと思います。 

 　 

 鹿の捕獲をはじめました！ 
 　  ブルーベリー以外にもニンニクやショウガを育てようとしま 
 したが、新芽を軒並み鹿に食べられてしまいました。 

 夜様子を見てみると２０頭近くの群れに出くわすなど（人生 
 でも奈良公園以来の頭数でした）、かなり野生動物による食 
 害を痛感しましたし、近隣の農業生産者の方も困っていると 
 いうことでした。 

 そこで罠の狩猟免許を取得し、椿エリアの猟友会の皆様に 
 色々と教えていただきながら、私たちの営農する農地内での 
 鹿の捕獲を始めました。 

 罠はルールに沿った”くくり罠”を設置しています。怪我の恐れ 
 の低い安全な罠ですが、設置しているところには表示をしていますので近付かないように、 
 お気を付け下さい。 

 地域の農業に少しでもお役に立てたら嬉しく思います。 
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 〒５１９−０３１６ 三重県鈴鹿市小岐須町９９０番地 







‭猿田彦ファームかわらばん〜‬‭玖‬‭月のお便り〜‬

‭皆さまこんにちは！鈴鹿市小岐須町「猿田彦ファーム」の代表‬
‭の伊藤です。‬
‭先月、愛車のトラブルが続いたということを書きましたが、ま‬
‭だ終わりではありませんでした。‬
‭なんと今度は小岐須の農道で尖った積石がタイヤに刺さってパ‬
‭ンク。‬

‭もう、さすがにすべての厄を落としきったので、これから良い‬
‭ことしか起きないと思います！！‬

‭クラウドファンディング9月30日まで公開中‬
‭公開中のクラウドファンディングも残すところ数日‬
‭となりました。‬
‭現在目標300万円の半分以上の支援額を集めていま‬
‭すが、目標額に達しなければ受け取れる支援はゼロ‬
‭という厳しいルールに挑戦しています。‬

‭まだ目標額達成にはもう少しご支援を集める必要が‬
‭あり、私も近隣のご支援いただけそうな方や、この‬
‭プロジェクトを周りに宣伝していただけそうな方へ‬
‭のアピール活動のため日々帆走しています。‬

‭現在必死ではありますが、たとえ目標額に達しなかったとし‬
‭ても私の”小岐須を元気にしたい” 小岐須の自然に根ざした事‬
‭業をしたい”という思いは変わりません。‬

‭かならず事業を前に進め「いい場所ですね」「移住をするな‬
‭ら小岐須町だ」と言っていただける魅力ある町に近づけてい‬
‭きたいと思っています。少しでもご共感いただける部分があ‬
‭りましたら、何卒、伊藤の背中をもうひと押ししていただく‬
‭お願いができましたら幸いです。‬

‭（右画像:9/9付中日新聞「鈴亀ホームニュース」に掲載されました）‬



‭町の方より「支援方法が分からない」とのお声を頂きました。支援はネット上だけでなく、‬
‭直接の手渡しでも可能となっています。‬

‭私の方でお手続きをさせていただきますので、お気軽にご連絡ください。‬
‭また、ジビエに興味があるという知人の方、友人の方にこのプロジェクトをお知らせ頂けま‬
‭すと幸甚です。‬

‭秋祭りに出展させていただきます‬
‭10月8日(日)‬‭に予定されている小岐須町秋祭りに特別出店させてい‬
‭ただけることになりました。‬
‭◯出展内容‬
‭・山菜炊き込みご飯‬
‭・鹿レー（鹿肉の煮込みカレー）‬
‭・ジビエ焼肉‬

‭の３つを予定しています。‬
‭私たちはこれからジビエを事業にしていこうと思っていますが、‬
‭この小岐須近隣にお住まいの方にとっては、鹿は日常的に見かけ‬
‭る野生動物ですし、”食品”として意識することが難しい部分もあ‬
‭るのではないかと思っています。ジビエは臭いが強くクセがある‬
‭というイメージを持たれている方もいらっしゃると思います。‬

‭しかし、迅速に解体処理し適切に調理された鹿の肉は、鹿と言われないとわからないくらい‬
‭とても美味しいお肉です。‬
‭私たちの取り組みを多くの方にご理解いただくためにも、ぜひ秋祭り当日には、一度ご賞味‬
‭いただければと思っています。‬

‭11月のイベント予定‬
‭喜ばしいことに鈴鹿市内の若者たちや、イベント主催事業者の方等が私たちの‬
‭農園でのマルシェ等の催事を企画していただいています。（「‬‭鈴鹿ブルーベ‬
‭リーガーデン」‬‭にて開催をします。）‬
‭11月11日、11月18日、11月25日と、それぞれ土曜日に計画をしています。‬
‭詳細が固まってきましたら、またこのかわらばんで町の皆様にもお知らせをい‬
‭たしますので、ご都合がよろしければぜひご来場ください。‬



‭猿田彦ファームかわらばん〜‬‭拾‬‭月のお便り〜‬

‭皆さまこんにちは！鈴鹿市小岐須町「猿田彦ファーム」代表の伊藤で‬
‭す。‬
‭毎月なにかしらの出来事と直面する私ですが、「さすがにもういい事が‬
‭起こるだろう」と思ったのもつかの間、強風でのぼり旗の骨が外れて落‬
‭下。私の目に直撃！！※大事には至りませんでした。‬
‭色々起きますがギリギリ大事には至らないという、幸運の持ち主です！‬
‭※もうしばらくは何も起きないで欲しい。‬

‭クラウドファンディングの目標を達成しました！👑‬
‭8/10〜9/30まで公開していた、鈴鹿山麓の獣害をジビエ資源‬
‭に変えるためのクラウドファンディング。‬‭目標額300万円を‬
‭超えるご支援をいただき‬‭、無事‬‭達成することができました‬‭！‬

‭多くの方のご支援、応援に心より感謝を申し上げます。‬

‭地元小岐須町の皆様からも多数ご支援をいただきましたし、‬
‭鈴鹿市内、三重県内外の方からもご支援を集めることができ‬
‭ました。‬

‭告知活動のさなか「そういえば、子供の頃に小岐須渓谷に‬
‭行ったのを思い出したよ！」「いい場所だよね！頑張って！」との激励のお声もたくさんい‬
‭ただき、多くの方の記憶に残る豊かな自然を保持する鈴鹿山麓は、やはり可能性の塊だと感‬
‭じています。‬
‭　現在年内開始目標で鈴鹿市初のジビエ処理施設のオープンに向‬
‭け、鈴鹿市保健所やみえジビエ担当部局との打ち合わせ、什器の準‬
‭備をしております。‬
‭今後のジビエブランドの展開も見据え、施設名は‬
‭”猿田彦山肉工房（さるたひこじびえこうぼう）”‬‭とすることに決定‬
‭しました。‬
‭さらにこのジビエ工房のオープンに合わせて、現在の”鈴鹿ブルーベ‬
‭リーガーデン”をアウトドア体験施設として新たな施設名‬
‭”猿田彦BASE”（さるたひこべーす）‬‭へと改名し、”鈴鹿ブルーベ‬
‭リーガーデン”の呼称は新施設内のブルーベリー畑の名称として吸収‬
‭することにいたしました。この小岐須の地から新地への歩みを進めてまいります。‬



‭　施設のご提供内容は‬‭BBQ・キャンプ・カフェ・夏期のブルーベリー収穫体験‬‭となり、今年‬
‭中には一般告知をする予定です。引き続き、鈴鹿山麓の魅力発信基地として活動していきま‬
‭すので、皆様の応援とご助力をよろしくお願いいたします。‬

‭小岐須町秋祭に参加させていただきました🍁‬
‭10月8日(日)‬‭に開催された‬‭”小岐須町秋祭”‬‭。‬
‭当日は天候が崩れる見込みで、時間を前倒ししての開‬
‭催でしたが、開催中大きな雨に降られることもなく終‬
‭えることができました。‬
‭準備段階から下里組の皆様にご協力いただき、初めて‬
‭釜で炊く山菜炊き込みごはんに悪戦苦闘しながらでは‬
‭ありましたが、なんとか200食分をみなさまに振る舞う‬
‭ことができました。‬
‭　もとよりこのかわらばんも、なかなか町の皆様と交‬
‭流の場がないことをキッカケに発信をはじめた取り組‬

‭みですが、こうして直にみなさまと交流できる機会を与えていただけたこと、暖かく迎えて‬
‭いただき共に小岐須の祭を作ることができたこと、本当にありがたく思っております。‬
‭　準備も当日も、後片付けも大変な行事ではありますが、それでも町の人々のふれあいや活‬
‭気を保つために、祭という伝統は意味と価値のある催しです。‬
‭ひきつづき、このような機会があれば積極的に関わらせていただきたいと思っております。‬

‭11月のイベント予定のお知らせ🎤‬
‭現在‬‭「鈴鹿ブルーベリーガーデン」‬‭で２つのイベント開催を予定しております。キッチン‬
‭カーや音楽イベントなど盛り沢山！ぜひご来場くださいませ。‬



11月1日〜ニホンジカ・イノシシ、11月15日〜その他の狩猟鳥獣
の狩猟期間が始まりました。

私達も鈴鹿山脈における銃猟と、小岐須町においても罠による捕獲を開
始します。
（危険の少ない、法的基準に沿った箱罠・くくり罠を使用します。）
あわせて、ジビエ処理施設『猿田彦山肉工房（さるたひこじびえこうぼ
う）』が、鈴鹿市保健所による食肉処理許可をいただいたことをご報告
させていただきます。

この時期の野生動物は寒さに備えて脂を蓄えた個体が多くなります。
皆様の御協力によりつくった施設をフル活用し、多くの方に鈴鹿市のジ
ビエを味わっていただきたいと思います。

ジビエ処理施設をつくるためのクラウドファンディングを通じて、支援
していただいた鈴鹿大学短期大学部 食物栄養学専攻の教員の方からご
連絡を頂き、なんと学園祭において公演の依頼をいただきました。

　栄養士を目指す若者が多くジビエの活用に興味があるとのことで、10
月29日の学園祭にて約1時間の講義と鹿カレーの提供を行いました。

鈴鹿市出身であっても、鈴鹿市内で狩猟が行われていることや、鈴鹿山
麓小岐須町の野生動物の出没状況を知る学生は皆無。
私達の活動の発信を通じて、まずは美味しさからジビエに興味をもって
もらい
それに紐づく獣害やその根本的な原因である山林の整備する人員の不足
など、中山間地域のもつ課題を若い世代に知って頂きたいと思っていま
す。
ハンターも高齢化の一途をたどり獣害対策も待ったなしの今日。
一人でも多くの若者に、興味をもっていただけたら嬉しいです。

狩猟期間が始まりました

鈴鹿大学短期大学部にて
公演を行いました🍁

皆さまこんにちは！鈴鹿市小岐須町「猿田彦ファーム」の伊藤です。
最近早起きして、町内鎮座の小岸大神社に参拝しました！
オギスの地名も、かつては”オギシ”だったそうです。
農業・狩猟という自然の恵みなしにはできない事業。

この地の神々に感謝しつつ、もう車が壊れませんように。
目にのぼり旗の骨が刺さりませんように。

平穏に厄年が終わりますようにお祈りいたしました。



先月に引き続きイベントのお知らせをいたします。
〜イベントのお知らせ①
野生動物による深刻な獣被害により窮地に陥った猿田彦
ファーム。
そんな農園をなんとか盛り上げようと立ち上がったの
は、かつてこの農園でアルバイトとして共に汗を流した
地元鈴鹿市の若者5人でした。

「俺等、この場所が好きなんです。イベントを主催して
沢山の人に知ってもらえば、きっとこの場所の魅力をわ
かってもらえると思います。イベントをやらせてくださ
い！」
社会人、アルバイト、学生も含むまだ20代の5人が、や
ったこともないイベント主催を申し出てくれました。

彼らは自身の仕事や勉学の傍ら、夜な夜な農園に集い設
営準備をしたり、休みもすべてこのイベントの準備に注
ぎ込み、知恵を絞って準備を進めてくれています。

そんな彼らの渾身のマルシェ&音楽イベント【Berry
Good!】が11/25(土)に「鈴鹿ブルーベリーガーデン」に
て開催されます。
来場者数500人の動員を目標にしている5人。
どうか、彼らの頑張りを見に来てください！！！！

11月イベントのお知らせ🎤
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猿田彦ファーム株式会社
〒519-0316三重県鈴鹿市小岐須町990番地

代表：伊藤 嘉晃（いとうよしてる）
直通Tel:090-1835-0277

〜イベントのお知らせ②
親子や友人と楽しめるワークショップでキャンドルや雑
貨作りができます。ギターライブやフード出店もありま
す。
夕方にはキャンドル点灯でインスタ映え間違いなし！

【とびだせ！Waraひろば〜星空キャンドルナイト】
日程:11/18(土)雨天中止
12:00〜17:00（マルシェ）
17:00〜（キャンドル点灯）
場所:鈴鹿ブルーベリーガーデン



前回告知をさせていただいた、20歳代5人の若者たち主催によるイベント
“Berry Good!!”が11月25日に開催されました。
500人の集客目標に対し413人のご来場をいただける結果となりました。
町の皆様にもご来場をいただきましてありがとうございました。
目標にはわずかに届きませんでしたが、おかげ様をもちまして盛会に終
えることができました。
お騒がせをしてご迷惑をおかけした部分があったかと思いますが鈴鹿市
の次代を担う若者たちに成功体験を与えていただき感謝申し上げます。
こうした催しを通じて、鈴鹿山麓小岐須町をより広く知っていただき、
じわじわと人口減少していくこの地域をより住みやすい地域としていく
ための刺激やきっかけになればうれしく思いますし、また改善した形で
催しを開催できればと思っています。

所属させていただいている猟友会への委託事業、カモシカの生態調査に
初参加させていただきました。
小岐須町奥地の山林に分け入り、各員に割り振られた担当エリアを移動
してカモシカやその痕跡を探しました。
普段使う登山道と違い、道無き急斜面の登り降りは堪えるし、体を支え
るために枝を握ると枯枝だったりして、滑落の危険も大きいです。
結果、小岐須周辺にはカモシカの痕跡を見つけることはできませんでし
たが、やはり鹿の痕跡が多数見受けられました。
狩猟だけでなく、こうした人間と自然動物の共存バランスをはかるため
の調査も、この地域の山林の在り方を考える重要な資料となります。
私も入ったことのない小岐須町の山々の実態を知り、今後の活動の参考
となる体験をさせていただくことができました。

音楽＆マルシェイベント無事終了

カモシカの生態調査に参加しました

こんにちは！鈴鹿市小岐須町「猿田彦ファーム」の伊藤です。
もはや年の瀬となってしまいましたが、この時期小岐須町民をなやませるのは
カメムシではないでしょうか？
調べてみますと、カメムシは日本に1500種類くらいいるようで、特性として白
いものに集まる習性があるので洗濯物を介して家に入ってきてしまうケース
や、あの平べったい体で隙間をすり抜けて、暖かい屋内に侵入してくるようで
す。刺激を与えないように外に出すのが大変ですが、ガムテープを背中にくっ
付けて匂いを出す前に丸めてポイするのが良いらしいですよ！



今年7月からブルーベリー農園や週末のカフェ営業など
行ってきましたが、この12月から以下のように変更とさ
せていただきます。

猿田彦BASE営業案内
・トレーラーCAFE　毎週土日、祝日11時～15時
ドリンク、軽食メニューのご提供

・手ぶらジビエBBQ　要ご予約（1週間前）
ご相談で平日ご予約も可能です。
鈴鹿山麓の鹿、猪のコースのほか、ジビエが苦手な方の
豚鶏コースもあります。

・手ぶらキャンプ　要ご予約（1週間前）
食材（ジビエ/鶏豚の夕食コース・朝食セット）付き。
キャンプの道具、設置、撤去もすべてお任せください。

・コワーキングスペース　毎週水木　10時～17時
WIFIとプリンター利用のほか、ドリンク付きです。
基本的にすべてセルフサービスです。
お支払いはQRコードのみとなります。

猿田彦ファーム株式会社
〒519-0316三重県鈴鹿市小岐須町990番地

代表：伊藤 嘉晃（いとうよしてる）
直通Tel:090-1835-0277

私たちの活動を皆様にお知らせするこのかわらばんも今
回で12回目。
丸1年継続させていただき、快く回覧を引き受けていた
だいた地域の皆様に厚く御礼を申し上げます。
一年間、本当にいろいろな事件が起きましたが、来年も
一層活動を盛り上げて
珍事件を皆様にご披露し、失敗も楽しみながら過ごして
いきたいと思っております。
どんどん寒くなってきた小岐須ですが、元気に良い一年
をお迎えください！先日「鈴ラジ」さんに出演させてい
ただきました！よろしければYouTube視聴もできます
のでQRコードよりぜひご覧ください。（冒頭3分30秒よ
り流れます。）

営業形態の変更のお知らせ

年末のごあいさつ


